
 

 
 

臨床研究「MRI を⽤いた、尺⾻頭の形態による⼿関節の軟
⾻への影響の質的評価（横断研究）」（許可番号 1816）にご
協⼒いただいたボランティアの皆様へ 

当院では機関⻑の許可を得て、下記の臨床研究を実施しております。 
本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で、診療情報等を研究⽬的に利⽤または提供されること

を希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 
 

研究課題名 
（研究番号） 

T1rho、T2 mapping を⽤いた遠位橈尺関節の形態による軟⾻の質的評価
（後ろ向き観察研究） 

当院の研究責任者 
（所属） ⼤久保 宏貴（整形外科学講座） 

他の研究機関および 
各機関の研究代表者 なし 

本研究の⽬的 健常者の DRUJ の⾻形態と、早期軟⾻変性の評価⽅法である T1rho、T2 
mapping を⽤いて DRUJ の軟⾻変性の程度との関連を評価すること。 

研究実施期間 研究機関の⻑の許可⽇〜2024 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

調査データ(該当期間) 
当院で⾏った臨床研究である「MRI を⽤いた、尺⾻頭の形態による⼿関節
の軟⾻への影響の質的評価（横断研究）」（許可番号 1816）において得ら
れた、⼿関節 MR 検査の情報 

研究の⽅法 
（利⽤する試料・情報等） 

●対象となる患者さま 
上記研究にご参加頂いたボランティアの皆様 
●利⽤する試料・情報 
⼿関節 MR 検査のデータ、検査時年齢、（検査を⾏った⼿関節の）左右、
性別など 

試料/情報の 
他の研究機関への提供 

および提供⽅法 
なし 

試料・情報の⼆次利⽤ あり（今後、⼿関節に関する他の研究（術後経過に及ぼす影響など）に利
⽤する可能性がある。その場合は再度オプトアウトで通知を⾏う。） 

個⼈情報の取り扱い 

研究において対象者の情報を扱う際は、個⼈情報とは関係のない符号また
は番号を付して匿名化する。論⽂作成時、学会発表時には個⼈が特定でき
る情報は⼀切⽤いない。また、同意の範囲外において情報の利⽤を⾏わな
い。 
◇本学での対応表の管理⽅法 
整形外科医局のインターネットに接続されていないパソコンで管理する。 

本研究の資⾦源 
（利益相反） なし 



 

 
 

お問い合わせ先 電話：098-895-1174 
担当者：整形外科学講座 ⼤中敬⼦ 
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